
 

 
介護・医療連携推進会議記録 

開催 
日時 

令和 7年　9月 25日（木） 
場　所 株式会社グッドライフケア東京   　

　　大阪オフィス7階大会議室 18時30分　～　19時30分 

参加者 
地域包括支援センター　職員2名、介護・看護施設　職員1名、職員24名 

○利用者推移の数値的データの紹介と考察 
○事例紹介 
○意見交換・質疑応答 
活動内容等の評価 
感染症対策のため『Zoom』を用いて本会場と併せて会議を実施 
Zoom参加者　外部  7 名　職員 11 名 （最大接続時） 
本会場参加者  外部  0名　 職員 7 名　参加者合計 25 名 
・定期巡回 介護度別グラフ（令和7年1月~6月）、4区別利用者推移グラフ（令和7年1月~6月） 
・事例発表　在宅の限界に挑戦し続けた定期巡回１０年を振り返って 
・意見交換・質疑応答　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

内容 
〇要介護度別の定期巡回利用者数の報告 
⇒要介護度が低いほど利用者数が多いのは短時間訪問が基本となる定期巡回の特性によるものと考えられる。 
　最近は訪問介護への強い拒否がある方、在宅時間が不規則な方が選択されることが多くなった。 
　関係性や生活リズムを構築し、訪問介護に移行する流れとなっている。 
◯利用者推移の数値的データの紹介と考察 
⇒各支店の増減に関しては居住環境・生活環境など地域性が影響している。 
　生活環境に変化が生じた際に訪問介護から定期巡回に移行される方があり、これは短時間・複数訪問が可能な 
　定期巡回が機能している結果とも言える。 
◯事例発表 
⇒10年間の利用者数　延べ215人 
　半年から1年程度の介入が平均。訪問介護に変更後現在まで続いている方等移り変わりは様々。 
⇒定期巡回から介護に移行した利用者数　108人 
　半数以上の方が介護へ移行。 
⇒現在の利用者数　16名 
　長い方は約6年間介入している。長期の方は定期巡回が生活の一部となり、自立支援に繋がっているといえる。 
⇒事例紹介①　2021年6月から約4年間利用している利用者様 
　本人の自尊心を尊重し「一人で出来る」ことを重視している。 
⇒事例紹介②　2020年6月から介入している利用者様 
　拒否が強かったが、つかず離れずの定期巡回ならではの対応で信頼関係を構築、現在も続いている。 
〇意見交換・質疑応答  
・質問：利用者との距離感や信頼関係構築のために一番最初に介入する時に気を付けている事は何か。 
⇒回答：「なじみの関係を作る」ことを意識して介入している。実施したいサービスはあるがまずは 
　　　　受け入れてもらうための関係性を作る。認知症の方には特に関りを意識している。 
・質問：半分の利用者様が訪問介護に移行するとの事だが、それは自社の訪問介護に移行するのか。 
⇒回答：関係を構築した介護士が引き続きサービス出来るため、自社に移行している。 
　　　　別にリハビリ等で看護の訪問が必要なら指示書と定期巡回とは別の単位が必要 
・質問：逆に定期巡回から訪問介護に戻ることはあるか。 
⇒回答：ある。その都度モニタリングし何が最良であるかご家族様を交え検討し判断している。 
・質問：担当制にしているか。 
⇒回答：していないが、一定の人数で訪問しているので「馴染み」は出てくる。 
・質問：関係構築に長い時間がかかったケースがあると思うがどれくらいかかったか。 
⇒回答：事例紹介した方もそうだったが、認知症で拒否のある方は時間がかかる傾向があり、 
　　　　約3ヶ月は関係構築に要した。戸を開けてもらうことも出来ず、安否確認のみしている 
　　　　利用者様もいる。 
・質問：拒否が多い利用者様に新人を介入させることはあるか。その時どのような配慮・教育をしているか。 
⇒回答：あまりにも拒否が強い利用者様は担当させないが、まずは同行し服薬介助等の指導した後、 
　　　　対応が可能なことを確認してから一人で介入させている 
・質問：定期巡回から移行した利用者様のグラフで、「その他」の方はどのようなケースであるか。 
⇒回答：施設に入所された等、訪問介護以外の事業所に移行された方である。 

事業所名​ グッドライフケア２４大阪 記録作成者　　　　　　令和 7年　9月 25日 
　　　　　　　　　　　 今西　豊 

※原則として会議開催２か月以内にこの記録を作成・公表すること 
 


